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遠山 淳教授が2008年３月31日をもって定年退職を迎えると聞き, 月日
が流れることの速さに感慨を覚えている。遠山教授は青山学院大学文学部
英米文学科の先輩に当るので, 日頃から親しく「遠山さん」と呼ばせても
らってきた。
遠山さんとの出会いの場は, YMCAであった。私が前任のノートルダ
ム清心女子大学文学部英文学科（のちに英語英文学科）の専任講師の傍ら
岡山YMCA英会話教室の運営に係わり始めた1971年頃, 神戸 YMCAか
ら出張して来られたのが遠山さんであり, その後神戸YMCAの新会館落
成の折りに再会したのだった。
遠山さんは1973年にはウェールズ大学に留学したため, 以後ほとんどお
目にかかることもなく年月が過ぎていったが, 職場を神戸YMCAから桃
山学院大学に移したことは承知していた。確か1986年に私が前任校の仕事
で他大学の組織・運営の方法について調べるよう要請され, ３つほどの大
学の調査を始めた中に, 桃山学院大学も含まれていた。そこで久方ぶりに
遠山さんと連絡を取り合ったのであった。それから間も無くして, 桃山学
院大学に文学部を増設する計画があると伺った。その国際文化学科には社
会言語学を担当できる人が是非とも必要なので, この機会に勤務先を変え
ないかという話を持ちかけられた。
私自身英語英文学科にこだわりがあるわけではなく, もう少し広い視点
から社会言語学を組み立ててみたいと考えて, お受けした。桃山学院大学
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畏兄 遠山さんのこと
に来た結果, より多様な分野の方々と知的交流がもてるようになったこと
は, プラスであろう。学内共同研究プロジェクトの成果として, 徐龍達・
遠山 淳・橋内 武編著『多文化共生社会への展望』(日本評論社, 2000
年）という学際的出版物を上梓できたのも, その一例である。
私が英語学から社会言語学や応用言語学へと関心を広げてきたように,
遠山さんは英語教育から出発して, 異文化コミュニケーション論の分野を
開拓されてきた。お互いに閉じた体系の中では収まり切れないほど, 知的
欲求が多角的に拡散する傾向がある。そのことは,『異文化コミュニケー
ションの理論』(共著, 有斐閣, 2001年）や『異文化コミュニケーション
研究法』(共著, 有斐閣, 2005年）などからも窺える。だから, 研究者と
しての知的好奇心と柔軟な思考力には, 敬服すると同時に合い通じるもの
を覚えている。
その一方で, 遠山さんは人格円満で包容力があり, 学内行政に優れてい
ると見做されてきた。そのため, 学生国際交流実施委員長・教務委員長・
国際センター長・常務理事（大学移転事業本部副本部長)・エクステンシ
ョンセンター長・外国語教育センター長の重責を次々に担われた。それら
の役を律義にこなし続けた結果であろうか, 過労が祟り2003年１月25日に
は心筋梗塞で倒れられた。その後少しずつ恢復したものの, 以前のように
は無理の利かない健康状態にあったが, めでたく定年まで職を全うするこ
とができたのは, ご自身の強靭な精神力とご家族の支援の賜物であろう。
桃山学院大学での職歴は, 非常勤講師１年・専任教員29年, 合わせて勤
続30年である。長年にわたる本学への多大なる貢献, 本当にありがとうご
ざいました。 畏兄遠山さん, 定年後は学術研究を続けるにせよ, 趣味
を楽しむにせよ, 好きなように日課をこなし, 悠々自適でお過ごしくださ
い。
遠山に 夕日輝く 淳の里 庭斎
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